
線状降水帯研究会 2026 神奈川 ご案内  
2/18(水)（15:00 までに現地集合） 

15:00～17:45 東海大学湘南キャンパス 19号館 701教室 

• 開会挨拶・趣旨説明（5 分） 

• 東海大学情報技術センター紹介・施設見学会（50 分） 

（短波・赤外・UV 放射も観測中） 

（休憩 5 分） 

• 基調講演 東京大学名誉教授 高薮 縁 先生 （16:00～） 

「地球温暖化と極端降雨」（40 分） 

（休憩 5 分） 

• 研究発表 

◼ 吉田 圭佑（宇宙航空研究開発機構） 

Today's Earth の概要と線状降水帯事例における推定結果（15 分） 

◼ 瀬戸 心太・若宮 千武（長崎大学）  

「長崎大学における線状降水帯関連研究」（30 分） 

◼ 原田 朋弥（東海大学） 

「CNN・LSTM 統合モデル：ひまわり・ラマンライダー融合による流域平均雨量階

級予測」（15 分） 

2/19(火) 

9:00～12:30東海大学湘南キャンパス 19号館 701教室 

• 研究発表会 

◼ 荒木 健太郎（気象庁気象研究所） 

「地上マイクロ波放射計を用いた大気・雲観測技術開発と線状降水帯の環境場観

測」（30 分） 

◼ 辻 宏樹（リモート・センシング技術センター） 

「線状降水帯集中観測として熊本・長崎で実施している観測データを用いた 2025 年

8 月の線状降水帯事例解析と GPM 衛星プロダクト評価」（30 分） 

◼ 横山 千恵（東京大学大気海洋研究所） 

衛星搭載降水レーダを用いた線状降水帯雨域および大規模環境場の解析（15 分） 

（休憩 15 分） 



◼ 朝位 孝二（山口大学） 

「気象衛星ひまわりの赤外線バンドから可降水量の機械学習を用いた推定に関する

研究」（15 分） 

◼ 弘中 勇駿（山口大学） 

「SOM を用いた九州地方で線状降水帯が発生する気象場の分類とその将来予測」

（15 分） 

◼ 宇井 啓人・ゴ カキ（東海大学） 

線状降水帯発生前における雲頂特性の時系列解析（15 分） 

◼ 幾田 泰酵（気象庁気象研究所） 

雲微物理過程における雲氷粒子の不確実性とその低減に向けて（15 分） 

• 閉会挨拶 


